


次号は、精神科の和田努先生です。

子供ができてからは、自宅
周辺を歩き回ることが多く
なり、今までただ通り過ぎ
ていただけの風景の中から、
新しい発見をすることを楽
しんでおります。

歩幅を狭めて周囲の自然に目を向け、四季
を感じることで、人間的感情が浄化される
ような気がしています。
老いては子に従えと申
しますが、小さな命に
既にたくさんの事を教
えてもらっており、医
療の原点にも思いを馳
せる今日この頃です。
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think about…
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古川　暁子

の師のののの当院医師のの師の師ののの ルイルマイマス ルルイマス ルルイイイイイイマイイマママススマスマスススススススススス ルルルルル す。レ 方式でご紹介しますをリ 。レ 方式でご紹介しますをリ す。すすすすますし介介でで式で方式でレレーリリリリをリを 紹 ししししししリリリ ごごごででををを レレレレレ でで 介当院医師のスマイルをリレー方式でご紹介します。

【医療連携に関する状況】

医療連携に関するご意見やご要望等がございましたなら、医療連携室までお寄せ下さい。
TEL 022-308-9920（直通）

12 月１日付 産婦人科医員
 工藤　理永
1月１日付 耳鼻いんこう科医長
 角田梨紗子

11月30日付 産婦人科医員
 栃木実佳子
12月31日付 内科医長
 太田　一成
 救急科医長
 庄子　　賢

採 用

退 職

医 師 異 動 の お 知 ら せ
12 月１日付 産婦人科医員医員科医人科 員医員科医人科婦人産婦産付日付日月１2月12 婦人産婦産付日付日月１2月12
 工藤　理永永理藤工
1月１日付 耳鼻いんこう科医長医長科医う科こうんこいん 長医長科医う科こうんこいん鼻い耳鼻耳付日付 鼻い耳鼻耳付日付１日月1 １日月1

角田梨紗子紗子梨紗子紗子梨紗田梨角田角田梨角田角

11月30日付 産婦人科医員医員科医人科婦人産婦産付 日付0日30月31月11 員員科人科婦産付付月月
栃木実佳子佳子実佳子佳子実佳栃木栃木実栃木栃

12月31日付 内科医長医長長医長科医内科内付日付日31 科医内科内付 日付日31月32月12月32月12
 太田　一成成成成一成一田太田太田太田太
 救急科医長医長科医長医長科医急科救急救急科救急救
 庄子　　賢賢賢賢賢子庄子庄子庄子庄

採 用

退 職

医 師 異 動 の お 知 ら せ

紹介率
R元.９月73.1 %
R元.10月 77.7 %

77.5 %R元.11月

逆紹介率
R元.９月86.0 %
R元.10月 83.1 %

81.5 %R元.11月

当院は小児科を除くすべての診療科が紹介・予約制外来となってい
ます。
受診の際は、

紹介予約コールセンター (0120-308-130)
または

医療連携室へFAX申込み(022-380-9921)
にて予約をおとりください

消化器内科受診のご案内

月　菊地(奇数週)
　　野村(偶数週)
火　川村
水　鈴木(範)
木　長崎
金　平塚(奇数週)
　　大山(偶数週）

新患外来担当医

　平素より、当院の地域医療連携に関しましてご協力をいただきありがとうございます。
　地域医療支援病院として病診連携の強化を図ることが当院の重点取組事項のひとつですが、当科における
昨年度の紹介患者数は月平均132人、逆紹介患者数は月平均126人でした。これらはそれぞれ当院全体の１
割前後を占める数でした。お陰様で病院より求められている患者確保（外来・入院患者含）、稼働額目標を十
分に超える実績を得る糧となりました。
　当科では以前より、常に質の高い先端の医療を迅速に提供することを目標に、検査・治療までの待機日数
の低減と患者への負担の少ない診療を常に心がけて努力してきました。
　主たる仕事場である内視鏡室では新病院移転５年目の現在、治療内視鏡を含む内視鏡件数は年間約８千件
弱となり、毎年緩徐ではありますが増加してきています。
　また、内視鏡室の整備も順調に進み７か所の内視鏡光源装置を順次最新の機種に変更し、本年度はＦ社製
のレーザー光源搭載の内視鏡システムの導入も行いました。一昨年には、内視鏡学会が指導施設に求めてき
たJED（他施設内視鏡データベース構築プロジェクト）の導入を目的に、新たな内視鏡マネジメントシステ
ム（ファイリングシステム）への更新と安全を確保するために内視鏡洗浄履歴システムの導入を行い、最新
の機器を用いて、良質な医療を提供したいと考えます。
　現在は、患者ファーストでの医療の提供を考え、内視鏡治療入院日数の短縮化を検討しているところで
す。今後院内各部署の理解を得たうえで調整を行っていきたいと考えています。
　当科のスタッフは、川村昌司（上部）、長崎太（肝）、野村栄樹（下部）、鈴木範明（膵）、菊地達也（下部）
と若手医員の大山秀晃、平塚敬士の7名と消化器内科志望の内科専攻医の佐藤公子、佐藤伊佐雄、高橋早友
未、鈴木直生の４名です。
　４月より東北大学大学院へ２名輩出
しますが、あらたな専攻医２名の確保
が決定されています。この数年、コン
スタントに当科を志望してくれる後期
研修医・内科専攻医が確保できており、
その活躍によって、緊急患者を含めて
の初期対応等が迅速かつ滞りなく行わ
れ、充実した医療提供の一助となって
いるものと考えております。
　先生方には、更なるご支援を賜りた
いと考えておりますので、宜しくお願
い致します。

消化器内科部長　菊地達也

ルの師当院医師の ルイイイイイイイイマススス ルルルルルスマイル すししリリをををを レ 方レ ごご 介介介介介 ますをル 方式方 ごをリレ 方式でご紹介します

令和元年度『心血管疾患領域懇話会』令和元年度『心血管疾患領域懇話会』

　令和元年12月19日(木) にホテルメトロポリタン仙台において、「令
和元年度心血管疾患領域懇話会」を開催しました。

　副院長兼循環器内科部長の八木哲夫から、「クライオアブレーションの利点・欠
点」と題して講演を行いました。
　アブレーションの概要を踏まえて、高周波と比較をしながら、クライオの特徴
について解説しました。当院での実績についても触れ、当該手技のメリット・デ
メリットについての講演となりました。
　続いて、心臓血管外科医長の外山秀司から、「胸部大動脈瘤に対するオープンス
テントグラフトの利点・欠点」と題して講
演を行いました。
　弓部大動脈瘤に対する、人工血管置換術
やステントグラフト内挿術と比較し、オー
プンステントグラフト法の概要について説
明しました。
　利点は、末梢側吻合が不要なため、出
血量が低量ですむことや手術時間が短い
ことに加え、中枢側吻合は手前でできるため容易であることや、中枢側から
のendoleakやmigrationが予防できる点をあげました。欠点としては、非
ステント部のキンク、SINE（Stent Induced New Entry）、偽腔挿入、脊
髄障害をあげました。
　当院での実績についても触れ、症例を紹介しながら当該手技について紹介
しました。

診療科のご紹介：消化器内科
　～患者さんへの負担が少ない診療の取組み～
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